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は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
年
）
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
一
八
日
ま
で
の
二
〇
日

間
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
、
及
び
当
館
の
三

館
は
、
国
立
公
文
書
館
本
館
一
階
展
示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
国
立
公
文
書
館
平
成

二
五
年
春
の
特
別
展
と
し
て
、
連
携
展
示
会
「
近
代
国
家
日
本
の
登
場
―
公
文
書

に
み
る
明
治
―
」
を
開
催
し
た
。
国
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
保
存
し
、
利
用
に

供
す
る
機
関
が
連
携
し
て
、
一
つ
の
展
示
会
を
行
う
の
は
今
回
が
初
め
て
の
試
み

で
あ
っ
た
。

連
携
展
示

「
近
代
国
家
日
本
の
登
場
―
公
文
書
に
み
る
明
治
―
」
に
つ
い
て

一　

展
示
会
開
催
ま
で
の
経
緯

二
〇
一
二
年
三
月
、
国
立
公
文
書
館
よ
り
、
宮
内
公
文
書
館
、
当
館
、
及
び
日

本
銀
行
金
融
研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
に
対
し
、
連
携
展
示
会
開
催
に
つ
い
て
打
診
が

あ
り
、
そ
の
後
、
同
年
五
月
に
文
書
に
よ
る
正
式
な
検
討
依
頼
が
あ
っ
た
。

「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
第
二
三
条
で
は
、
国
立
公
文
書
館
等
は
、

展
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
積
極
的
に
一
般
の
利
用
に

供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
特
定
歴
史
公

文
書
等
の
保
存
、利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
第
Ｃ
章
第
二
節
「
利

用
の
促
進
」
の
留
意
事
項
で
は
、
国
立
公
文
書
館
等
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
施

設
同
士
の
連
携
し
た
取
組
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
法
の
趣
旨
に
鑑
み
、当
館
も
連
携
展
示
会
開
催
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
て
、
同
年
六
月
に
、
国
立
公
文
書
館
、
宮
内
公
文
書
館
、
当
館
の
担
当

者
が
集
ま
り
、
第
一
回
打
合
せ
を
行
い
、
九
月
ま
で
に
計
四
回
の
打
合
せ
を
行
っ

た
。
打
合
せ
で
は
、
開
催
日
程
、
展
示
テ
ー
マ
、
展
示
構
成
、
各
館
の
主
な
展
示

史
料
等
を
話
し
合
っ
た
。
一
〇
月
以
降
は
、
担
当
者
同
士
が
主
に
メ
ー
ル
、
電
話

で
連
絡
・
調
整
を
行
い
、
開
催
ま
で
の
準
備
を
進
め
た
。
な
お
、
日
本
銀
行
金
融
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研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
同
館
所
蔵
資
料
の
画
像
デ
ー
タ
提
供
と
い
う
形
で
の
協

力
と
な
っ
た
。

二　

展
示
史
料

本
展
示
会
で
は
、
各
館
が
所
蔵
す
る
明
治
期
の
代
表
的
な
史
料
を
展
示
し
、
明

治
維
新
に
始
ま
る
我
が
国
の
近
代
化
の
歩
み
を
時
系
列
的
に
紹
介
し
た
。
ま
た
、

展
示
構
成
と
し
て
は
、
以
下
に
示
す
二
一
の
項
目
を
設
定
し
、
項
目
ご
と
に
担
当

館
を
決
め
、
各
館
は
担
当
項
目
に
展
示
す
る
史
料
の
選
定
、
目
録
解
説
・
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
・
音
声
ガ
イ
ド
原
稿
の
作
成
、関
連
資
料
に
よ
る
パ
ネ
ル
の
作
成
等
を
行
っ

た
。展

示
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。国
立
公
文
書
館
の
担
当
項
目
に
は（
国
）を
、

宮
内
公
文
書
館
の
担
当
項
目
に
は
（
宮
）
を
、
当
館
担
当
項
目
に
は
（
外
）
を
付

し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
当
館
担
当
項
目
に
展
示
し
た
主
な
史
料
は
次
の
通
り
。

●
六
．
明
治
初
期
の
近
隣
外
交

日
清
修
好
条
規
、
使
清
日
記
、
日
朝
修
好
条
規
（
調
印
書
）、
樺
太
千
島
交
換
条

約
（
批
准
書
）

●
一
一
．
条
約
改
正
交
渉

吉
田
・
エ
ヴ
ァ
ー
ツ
条
約
（
批
准
書
）、
明
治
一
七
年
天
長
節
晩
餐
会
メ
ニ
ュ
ー
、

日
墨
修
好
通
商
条
約（
調
印
書
）、大
隈
重
信
外
務
大
臣
遭
難
事
件
に
関
す
る
公
信
、

条
約
改
正
交
渉
に
関
す
る
覚
書

●
一
七
．
条
約
改
正
の
達
成

条
約
改
正
交
渉
を
命
じ
た
公
信
、
日
英
通
商
航
海
条
約
（
調
印
書
）

●
一
八
．
日
清
戦
争

李
鴻
章
持
参
の
講
和
全
権
委
任
状
、
日
清
講
和
条
約
（
調
印
書
・
附
属
地
図
）、

遼
東
半
島
還
付
条
約
（
調
印
書
）

●
一
九
．
日
露
戦
争

第
一
回
日
英
同
盟
協
約
（
調
印
書
）、
日
露
講
和
条
約
（
調
印
書
・
批
准
書
）、
在

本
邦
英
国
大
使
信
任
状
（
英
国
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
親
書
）、
在
英
国
特
命
全

権
大
使
任
命
状
、
日
米
通
商
航
海
条
約
（
批
准
書
）

ま
た
、
本
展
示
会
で
は
、
一
つ
の
項
目
に
複
数
館
の
史
料
を
展
示
す
る
こ
と
も

試
み
た
。
例
え
ば
、
国
立
公
文
書
館
が
担
当
し
た
岩
倉
使
節
団
の
項
目
に
は
、
岩

倉
使
節
団
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
謁
見
す
る
た
め
に
明
治
天
皇
か
ら
付
与
さ
れ

た
「
国
書
委
任
状
」（
１
）が

展
示
さ
れ
た
が
、
関
連
す
る
史
料
と
し
て
、
当
館
か
ら
、

使
節
団
謁
見
後
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
明
治
天
皇
に
送
っ
た
答
礼
の
親
書
を
出

一
．　

戊
辰
戦
争
（
国
）

二
．　

即
位
の
礼
（
宮
）

三
．　

版
籍
奉
還
と
廃
藩
置
県
（
国
）

四
．　

岩
倉
使
節
団
（
国
）

五
．　

六
大
巡
幸
（
宮
）

六
．　

明
治
初
期
の
近
隣
外
交
（
外
）

七
．　

士
族
反
乱
（
宮
）

八
．　

国
会
開
設
前
夜
（
国
）

九
．　

大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
（
国
）

一
〇
．
宮
中
儀
式
（
宮
）

一
一
．
条
約
改
正
交
渉
（
外
）

一
二
．
華
族
制
度
（
宮
）

一
三
．
通
貨
・
銀
行
制
度
の
整
備
（
国
）

一
四
．
日
本
銀
行
の
創
設
（
国
）

一
五
．
教
育
勅
語
（
国
）

一
六
．
大
津
事
件
（
宮
）

一
七
．
条
約
改
正
の
達
成
（
外
）

一
八
．
日
清
戦
争
（
外
）

一
九
．
日
露
戦
争
（
外
）

二
〇
．
明
治
の
産
業
（
国
）

二
一
．
明
治
天
皇
の
大
喪
（
宮
）
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展
し
た
。

当
館
が
担
当
し
た
日
露
戦
争
の
項
目
で
は
、
明
治
天
皇
が
戦
争
の
開
始
を
宣
言

し
た
「
宣
戦
の
詔
書
」（
御
署
名
原
本
）
を
国
立
公
文
書
館
が
出
展
し
、
当
館
か

ら
は
、
戦
争
の
終
結
を
も
た
ら
し
た
日
露
講
和
条
約
や
講
和
後
の
日
本
の
国
際
的

地
位
の
向
上
を
示
す
大
使
任
命
状
等
を
出
展
し
た
（
２
）。

以
上
の
例
の
よ
う
に
、各
館
に
は
そ
の
母
体
と
な
る
組
織
の
性
質
を
反
映
し
て
、

同
じ
歴
史
的
事
象
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
側
面
を
写
し
だ
す
史
料
が
残
さ
れ
て
い

る
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
同
じ
会
場
で
一
緒
に
展
示
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

展
示
の
内
容
に
よ
り
深
み
を
持
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
明
治
の
歩
み
を
伝
え
る
メ
イ
ン
の
展
示
と
は
別
に
、
各
館
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
各
館
の
成
り
立
ち
、
所
在
地
、
業
務
内
容
、
代
表
的
な
所
蔵
史
料

を
紹
介
し
た
。
当
館
は
、
一
般
の
方
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

説
明
パ
ネ
ル
と
合
わ
せ
て
幕
末
期
以
降
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、
太
平
洋
戦
争
直
前
の
日

米
交
渉
の
記
録
を
綴
じ
た
記
録
フ
ァ
イ
ル
、
近
年
刊
行
し
た
『
日
本
外
交
文
書
』

を
陳
列
し
、
本
コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
、
館
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
、
館
の
役
割
に

つ
い
て
の
一
般
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
心
掛
け
た
（
３
）。

三　

展
示
会
開
催
の
成
果
と
課
題

展
示
会
開
催
の
約
一
カ
月
前
か
ら
広
報
を
開
始
し（
４
）、
約
一
週
間
前
に
国
立
公
文

書
館
に
展
示
史
料
を
搬
入
、
設
営
を
行
っ
た
。

展
示
会
初
日
の
前
日
に
あ
た
る
二
〇
一
三
年
三
月
二
九
日
に
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
式
典
や
関
係
者
及
び
報
道
機
関
向
け
の
内
覧
会
を
実
施
し
、
三
館
の
担
当
者
に

よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。

会
期
中
の
四
月
三
日
に
は
、
来
場
者
に
展
示
史
料
の
見
ど
こ
ろ
や
、
そ
の
作
成

背
景
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
国
立
公
文
書
館
会
議
室
を
会
場
と

し
て
、
三
館
の
担
当
者
に
よ
る
「
展
示
資
料
解
説
」
を
実
施
し
た
。
当
館
は
展
示

史
料
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
な
が
ら
、
外
交
交
渉
の
開
始
か
ら
、
条
約
書
の
調
印
、

批
准
ま
で
の
過
程
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
史
料
の
特
徴
を
紹
介
し
た
（
全
権
委

任
状
、
調
印
書
、
批
准
書
）。

さ
ら
に
四
月
一
〇
日
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
が
あ
り
、
四
月
一
五

日
に
は
、
稲
田
朋
美
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
の
視
察
も
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
展
示
会
は
、
四
月
一
八
日
に
無
事
終
了
し
た
。
期
間
中
、
約
六
五
〇

〇
人
の
来
場
が
あ
っ
た
。
来
場
者
の
任
意
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
の
約
六
割

が
今
回
初
め
て
国
立
公
文
書
館
に
来
場
し
た
と
回
答
し
た
（
外
交
史
料
館
へ
の
来

場
経
験
者
は
約
一
割
）。
ま
た
、
貴
重
な
史
料
の
原
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
保
存
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
多

く
見
ら
れ
、公
文
書
館
に
馴
染
み
の
な
い
方
に
公
文
書
館
の
役
割
を
伝
え
る
上
で
、

本
展
示
が
有
益
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
展
示
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
明

治
日
本
の
歩
み
が
理
解
で
き
る
大
変
良
い
企
画
だ
っ
た
な
ど
好
意
的
な
意
見
が
大

半
を
占
め
、
今
後
の
展
示
へ
の
期
待
も
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、今
回
の
展
示
会
で
得
た
経
験
を
活
か
し
、

今
後
も
魅
力
あ
る
展
示
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
の
が
我
々
の
課
題
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
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最
後
に
な
る
が
、本
展
示
会
開
催
に
あ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
国
立
公
文
書
館
、

宮
内
公
文
書
館
の
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

※
本
展
示
会
の
内
容
は
国
立
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
過
去

の
展
示
会
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
国
立
公
文
書
館
Ｈ
Ｐ
「
過
去
の
展
示
会
」

　

http://w
w
w
.archives.go.jp/exhibition/past.htm

l

注（
１
）「
国
書
委
任
状
」は
条
約
改
正
交
渉
に
必
要
な「
全
権
委
任
状
」に
該
当
す
る
が
、
イ
ギ

リ
ス
で
は
条
約
改
正
交
渉
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
使
節
団
が
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。

（
２
）
日
露
講
和
会
議
の
直
後
に
、
英
国
、
米
国
よ
り
日
本
と
大
使
交
換
を
お
こ
な
う
準
備

が
あ
る
と
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
。
日
本
政
府
は
こ
の
提
案
に
応
じ
て
、
ま
ず
イ
ギ

リ
ス
と
の
間
で
大
使
交
換
を
実
現
し
、
在
英
国
日
本
公
使
館
は
「
大
使
館
」
に
昇
格

し
た
。

（
３
）
本
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
し
た
史
料
は
、
当
館
所
蔵
史
料
の
内
容
・
形
態
の
多
様
性
を
示

す
以
外
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は
展
示
業
務
、
記
録
フ
ァ
イ
ル
は
閲
覧
業
務
、『
日
本
外
交

文
書
』
は
編
纂
業
務
を
説
明
す
る
資
料
と
し
て
の
意
味
合
い
も
持
た
せ
た
。

（
４
）
国
立
公
文
書
館
が
ポ
ス
タ
ー
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
・
配
布
や
、地
下
鉄
駅
構
内
・
電

車
内
広
告
の
手
配
を
行
っ
た
他
、各
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
し
て
広
報
を
行
っ
た
。

（
文
責　

戸
塚
）

【天皇皇后両陛下行幸啓（ 4月10日）】

【展示会場の様子】

【テープカット式典（ 3月29日）】

【展示資料解説（ 4月 3日）】


